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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
スチレン／イソプレンブロック共重合体とスチレン／イソプレン／スチレンブロック共重
合体の混合物で、且つスチレン／イソプレンブロック共重合体を６０～９０重量％含有す
る、常温で固形状のゴム成分１００重量部に対して、常温で液状のゴム成分４０～１１５
重量部と、粘着付与剤５０～４００重量部を含有すると共に、該粘着付与剤はゴム成分総
量１００重量部に対して２５～８０重量部の範囲で含有されている粘着剤組成物を、オレ
フィン系フィルムからなる支持フィルムの片面に積層してなる皮膚貼付用粘着テープもし
くはシート。
【請求項２】
常温で液状のゴム成分が、液状ポリイソプレンおよびその誘導体、液状ポリブタジエン、
液状ポリイソブチレン、液状ポリブテン、液状スチレン－イソプレン共重合体、液状イソ
プレン－ブタジエン共重合体から選ばれる少なくとも一種である請求項１記載の皮膚貼付
用粘着テープもしくはシート。
【請求項３】
粘着付与剤が、テルペン系、ロジン系およびその誘導体からなる天然樹脂系、脂肪族系、
芳香族系、石油樹脂系、アルキルフェノール系、キシレン系、クマロンインデン系からな
る合成樹脂系から選ばれる少なくとも一種である請求項１記載の皮膚貼付用粘着テープも
しくはシート。
【請求項４】
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オレフィン系フィルムが、エチレン／酢酸ビニル共重合体フィルム、エチレン／（メタ）
アクリル酸共重合体フィルム、エチレン／（メタ）アクリル酸メチル共重合体フィルム、
エチレン／（メタ）アクリル酸エチル共重合体フィルム、エチレン／ビニルアルコール共
重合体フィルム、エチレン／プロピレン共重合体フィルムから選ばれる一種、またはこれ
らの積層体である請求項１記載の皮膚貼付用粘着テープもしくはシート。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は粘着剤組成物およびそれを用いてなる粘着テープもしくはシートに関するもので
あり、詳しくは救急絆創膏や大型絆創膏、ドレッシング材として医療衛生分野や、スポー
ツ分野、美容健康分野などの外用用途に最適に用いることができる粘着剤組成物、および
粘着テープもしくはシートに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
粘着剤組成物は粘着テープやシートの形態で使用に供されるものであるが、被着体に対す
る接着性、支持フィルム面に対する接着性（投錨性）、粘着剤層内の凝集性のバランスを
とる必要がある。これらのバランスをとることにより、被着体に対して速やかに密着およ
び粘着すると共に、被着体から剥離除去する際に、被着体面に粘着剤を残す、所謂糊残り
現象を起こさずに綺麗に粘着テープやシートを剥離することができるようになるのである
。
【０００３】
また、粘着剤組成物としては、一般にアクリル系粘着剤とゴム系粘着剤に大別される。ア
クリル系粘着剤はアクリル酸エステル系単量体を主成分単量体として重合して得られるも
のであり、要求特性に応じた粘着剤組成物を得ることができ、汎用されている。
【０００４】
一方、ゴム系粘着剤は天然ゴム系と合成ゴム系に大別されるが、上記アクリル系粘着剤と
比べて接着性に優れ、また各材料を配合するだけで製造することができるので、製造が容
易であり、再現性にも比較的優れるものである。
【０００５】
このようなゴム系粘着剤は、一般に主成分となるゴム成分と粘着付与剤からなり、その他
軟化剤や充填剤などを適宜配合してなるものである。つまり、ゴム成分は常温以下のガラ
ス転移温度を有しており、これにガラス転移温度の高い粘着付与剤を配合することによっ
て、実際の使用温度よりやや低い温度に系全体のガラス転移温度を調整して粘着剤組成物
としている。
【０００６】
しかしながら、粘着テープやシートは種々の分野で使用されており、特に医療用途や、美
容健康用途、スポーツ用途などでは被着体が皮膚面であるので、生体面以外に貼着する粘
着テープやシートと比べて要求特性が厳しくなる。つまり、皮膚面の状態は個人差があり
、乾燥肌の人や脂質肌の人では同じ粘着テープやシートを用いても、その接着状態が大き
く異なるようになる。また、貼付部位によっても異なり、肘や膝などの関節のような屈曲
部や指などに貼付する場合には通常以上の皮膚接着性が要求される。さらに、入浴時や水
仕事、発汗などに対しても優れた接着性（耐水接着性）が必要となると共に、冬場の低温
時でも接着力の変動がないように調製する必要がある。即ち、被着体が皮膚面である粘着
テープやシートは通常の粘着テープやシートに比べて、厳しい条件下で使用されることが
多いので、これを満足するように一ランク上の接着力を有する粘着剤組成物の提供が切望
されている。
【０００７】
接着力、粘着力を向上させる方法として、粘着付与剤を添加することが挙げられるが、粘
着付与剤を多く配合すると、上記したように系全体のガラス転移温度が上昇し、低温時で
の粘着力が低下する傾向を示す。また、粘着付与剤の分子量は数百～数千と比較的小さい
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ので、多く配合すると、粘着剤層からブルームして支持フィルム中に移行して支持フィル
ムを膨潤させて、フィルムに皺を発生させたりすることがある。
【０００８】
一方、粘着付与剤を含有させずに粘着特性のバランスをとる提案が、特表平８－５０６１
２７号公報に記載されている。常温で固体のゴム成分と液状ゴム成分だけで粘着特性を維
持しようとするものであって、粘着付与剤を配合しないものである。液状ゴム成分を粘着
付与剤の代わりに配合することによって、系全体が可塑化されてガラス転移温度が低下し
、被着体に対する接着性は向上する。ところが、粘着剤層内の凝集力は低下する傾向を示
し、常温下では軟らかくなりすぎて、凝集破壊や被着体に粘着剤成分が残留する糊残りが
生じるなど、ややベタツキ感を有する粘着剤組成物となる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は上記従来技術の問題点を解決するためになされたものであって、接着力、凝集力
、投錨力のバランスがとれ、低温特性や耐水特性に優れ、従来のゴム系粘着剤が有する上
記問題点であるベタツキ感がなく、支持フィルムの膨潤を起こさないような粘着剤組成物
、およびそれを用いた粘着テープもしくはシートを提供することを目的とするものである
。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは上記目的を達成するために鋭意検討を行なった結果、常温で固形状のゴム成
分と液状のゴム成分、および粘着付与剤を特定の配合比率で含有させることによって、従
来のゴム系粘着剤にない優れた粘着特性を有する粘着剤組成物が得られることを見い出し
、本発明を完成するに至った。
【００１１】
即ち、本発明はスチレン／イソプレンブロック共重合体とスチレン／イソプレン／スチレ
ンブロック共重合体の混合物で、且つスチレン／イソプレンブロック共重合体を６０～９
０重量％含有する、常温で固形状のゴム成分１００重量部に対して、常温で液状のゴム成
分４０～１１５重量部と、粘着付与剤５０～４００重量部を含有すると共に、該粘着付与
剤はゴム成分総量１００重量部に対して２５～８０重量部の範囲で含有されている粘着剤
組成物を、オレフィン系フィルムからなる支持フィルムの片面に積層してなる皮膚貼付用
粘着テープもしくはシート、を提供するものである。
【００１２】
また、本発明は上記粘着剤組成物を、支持フィルムの片面に積層してなる粘着テープもし
くはシートを提供するものである。
【００１３】
【発明の実施の形態】
本発明の粘着剤組成物は、常温で固形状のゴム成分と、常温で液状のゴム成分と、粘着付
与剤を必須の構成成分であり、これらの何れを欠いても本発明の効果を発揮しないもので
ある。
【００１４】
本発明で用いる常温で固形状のゴム成分は、粘着剤組成物のベースポリマーとなるもので
あり、例えば、Ａ－Ｂ型ブロック共重合体や、Ａ－Ｂ－Ａ型ブロック共重合体などを用い
ることができる。Ａ－Ｂ型ブロック共重合体としては、具体的にはスチレン－ブタジエン
ブロック共重合体、スチレン－イソプレンブロック共重合体などのブロック共重合体を用
いることができる。なお、本発明で用いるブロック共重合体は線状ブロック共重合体を用
いることが好ましく、ラジアルブロック共重合体は線状ブロック共重合体と比較して凝集
力が高く、粘着剤として用いた場合、タックや被着体への濡れ性に劣ることから用いるこ
とは好ましくない。
【００１５】
また、上記Ａ－Ｂ型ブロック共重合体やＡ－Ｂ－Ａ型ブロック共重合体のうち、好ましく
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はスチレン／イソプレンブロック共重合体、スチレン／イソプレン／スチレンブロック共
重合体を用いることが、他の常温で固形状のゴムを使用するよりも、凝集力や弾性率のバ
ランスがとりやすく粘着剤の設計が容易である点や、加工の容易性の点から望ましく、特
に、スチレンユニットの含有量が、１０～２０重量％のもので、重量平均分子量が８万～
３０万のものを用いることが好適である。
【００１６】
さらに、スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体を用いる場合、１００％がス
チレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体のものを用いるよりも、ジブロック共重
合体としてのスチレン／イソプレン共重合体が６０～９０重量％含有する混合物を用いる
ことが、タックや被着体への濡れ性の点から好ましい。
【００１７】
また、本発明で用いる常温で液状のゴム成分としては、上記固形状のゴム成分と相溶する
ものであって、例えば、液状ポリイソプレンおよびその誘導体、液状ポリブタジエン、液
状ポリイソブチレン、液状ポリブテン、液状スチレン－イソプレン共重合体、液状イソプ
レン－ブタジエン共重合体などが挙げられ、これらのうち一種もしくは二種以上を併用す
ることができる。
【００１８】
上記液状ゴムは粘着テープやシートを構成する支持フィルムへの移行を防止するために、
重量平均分子量が１万～１０万、好ましくは２万～６万程度のものを用いることが好まし
い。
【００１９】
本発明では上記固形ゴムおよび液状ゴムからなる粘着剤組成物では、低温特性は改善され
るが、常温域での粘着特性にやや問題点を有するために、粘着付与剤を配合する。このよ
うな粘着付与剤としては、例えば、テルペン系、ロジン系およびその誘導体からなる天然
樹脂系、脂肪族系、芳香族系、石油樹脂系、アルキルフェノール系、キシレン系、クマロ
ンインデン系からなる合成樹脂系などを用いることができ、これらのうち一種もしくは二
種以上を併用することができる。
【００２０】
上記粘着付与剤は固形ゴムおよび液状ゴム成分と均一に相溶するものであって、常温での
粘着特性を改善し、ベタツキ感を防止するものである。このような粘着付与剤の数平均分
子量は、５００～２０００、好ましくは６００～１５００程度のものを用いることが、相
溶性が良好であり、また、支持フィルムへの移行を防げるので好ましい。
【００２１】
さらに、粘着付与剤が支持フィルムに移行することを防止するためには、粘着付与剤のＳ
Ｐ値（溶解度パラメータ）を厳格に管理することが好ましく、支持フィルムのＳＰ値と離
れた粘着付与剤を採用することが好ましい。具体的には、支持フィルムとの組み合わせに
よって、用いる粘着付与剤の種類を適宜選択することができるが、例えば、オレフィン系
の支持フィルムを用いる場合には、粘着付与剤はテルペン系の天然樹脂を用いることが好
ましい。
【００２２】
本発明の粘着剤組成物は、上記した常温で固形状のゴム成分と、常温で液状のゴム成分と
、粘着付与剤とを特定の比率で配合したものであって、その配合比率によって所期の目的
を達成することができる。具体的には、常温で固形状のゴム成分１００重量部に対して、
常温で液状のゴム成分３０～１７０重量部、好ましくは４０～１１５重量部と、粘着付与
剤５０～４００重量部、好ましくは６０～１５０重量部を含有すると共に、粘着付与剤は
ゴム成分総量１００重量部に対して２５～８０重量部、４０～７０重量部の範囲で含有す
る。
【００２３】
液状ゴム成分の配合量が少ない場合には、低温時の粘着特性を向上させることが困難であ
り、多すぎると凝集力が低下して、糊残りや剥離後に皮膚表面にベタツキ感を生じる傾向
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を示す。
【００２４】
また、粘着付与剤は固形状のゴム成分に対する配合量が少なすぎると、従来のゴム系粘着
剤よりも優れた粘着性を付与しがたく、多すぎると粘着剤全体のガラス転移温度が高くな
って、常温下での粘着性が低下する傾向を示す。さらに粘着付与剤はゴム成分の総量に対
して上記範囲内になるように調整することが必要であり、ゴム成分総量に対して２５重量
部に満たない場合には、従来からのゴム系粘着剤よりも優れた粘着性を付与することが難
しくなる。一方、８０重量部を超えると、常温下での粘着性が低下し、さらに指示フィル
ムへ移行してフィルムを膨潤させる傾向が高くなるのである。
【００２５】
本発明の粘着剤組成物は上記必須成分からなるものであるが、粘着特性を阻害しない範囲
であれば、架橋剤や酸化防止剤、熱安定剤、顔料、紫外線吸収剤、充填剤などを適宜配合
することができる。
【００２６】
本発明の粘着テープもしくはシート（以下、粘着テープ類という）は、上記した粘着剤組
成物を支持フィルムの片面に層状に形成してなるものである。支持フィルムとしては、ポ
リエーテルウレタンやポリエステルウレタンなどのウレタン系ポリマー、ポリエーテルポ
リアミドブロックポリマーなどのアミド系ポリマー、ポリアクリレートなどのアクリル系
ポリマー、ポリエチレンやポリプロピレン、エチレン／プロピレン共重合体、エチレン／
酢酸ビニル共重合体などのポリオレフィン系ポリマー、ポリエーテルポリエステルなどの
ポリエステル系ポリマー、塩化ビニル、塩化ビニリデン、ポリスチレン、ポリアクリロニ
トリル、ポリカーボネート、ポリイミドなどの材料から得ることができる。これらのうち
、焼却時にダイオキシンが発生するなどのリスクが少ない点、柔軟性などの風合いに優れ
るという点、実用上での充分な機械的強度を有する点、コストパフォーマンスに優れる点
などから、オレフィン系の支持フィルムを用いることが好ましく、特に、エチレン／酢酸
ビニル共重合体やエチレン／プロピレン共重合体、エチレン／メタクリル酸共重合体を用
いることが好ましい。なお、支持フィルムは上記材料のうちの何れか一種からなるもので
あってもよいし、任意の材料からなるフィルムを複数枚積層した積層フィルムであっても
よいものである。
【００２７】
上記支持フィルムは皮膚面に貼付した際に、違和感を生じないようにするために、その厚
みを３０～２００μｍ、好ましくは４０～１５０μｍ程度にすることがよい。また、皮膚
面に貼付した際の皮膚追従性を良好にし、かつ実用上問題ない強度を有するようにするた
めには、５０％モジュラス（５０％伸長時の応力）を１×１０6 ～１×１０7 Ｐａ程度に
し、引張強度を１×１０6 ～９×１０7 Ｐａ程度に調整することが好ましい。この範囲に
調整した支持フィルムを用いると、関節部位のような動きの大きい皮膚面に貼付した際の
皮膚追従性に優れ、しかも剥離時にちぎれることなく剥離することができるので効果的で
ある。
【００２８】
上記支持フィルムは無孔フィルムだけでなく、水蒸気透過性であって非透水性である多孔
性フィルムを用いることも、貼付中のムレの防止の点から効果的である。このようなフィ
ルムの場合には、材質には特に制限はされず、公知の多孔化技術を施すことによって簡単
に得ることができる。無孔性フィルムの場合にはフィルム厚が大きくなるほど水蒸気透過
性は低下する傾向が顕著に現れるが、多孔性フィルムの場合には厚みに比例して水蒸気透
過性の低下が顕著に現れないので有用である。
【００２９】
上記支持フィルムに形成する粘着剤層の厚みは、１５～１００μｍ程度とすることが好ま
しい。厚みが１５μｍに満たない場合には、皮膚に貼付する際に充分な皮膚接着性を発揮
できない場合があり、また、１００μｍを超えた厚みでは、粘着剤の食み出しやコスト増
加となる場合がある。
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【００３０】
本発明の医療用貼付材は救急絆創膏や大型絆創膏、巻絆、ドレッシング材などに好適に用
いることができるが、その用途に応じて、例えば厚みが比較的大きいとされる絆創膏（厚
みは通常、１００μｍ程度）には多孔性フィルムを用いることが好適である。多孔性フィ
ルムに好適な基材フィルムとしては、ポリオレフィン系樹脂からなる多孔質プラスチック
フィルムが好適であり、例えばポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン－酢酸ビニル共
重合体などの樹脂を用いることができる。特に、線状低密度ポリエチレン樹脂を使用する
ことが、生産性や加工性の点から好ましいものである。線状低密度ポリエチレン樹脂とは
、エチレンとα－オレフィンとの共重合体であり、α－オレフィンとしては、ブテンやヘ
キセン、オクテンなどが挙げられる。
【００３１】
本発明の粘着テープ類は上記構成からなるものであるが、通常、粘着剤層の露出表面には
、表面にシリコーン処理などの剥離処理を施した剥離シートを仮着しておくことが一般的
である。
【００３２】
【発明の効果】
本発明の粘着剤組成物およびそれを用いた粘着テープもしくはシートは、固形状ゴム成分
と液状ゴム成分と、粘着付与剤を特定の比率で配合することによって、従来からのゴム系
粘着剤にない優れた常温下での粘着特性を発揮し、しかも低温下での粘着特性の維持にも
優れており、特に被着体が皮膚面である用途に最適に用いることができるのである。
【００３３】
特に、本発明の粘着剤組成物は、上記のように特定の比率で各成分を配合しているので、
粘着付与剤がブルームして支持フィルム中に移行することがなく、支持フィルムに皺を発
生させることがない実用的に優れた粘着テープ類を得ることができるのである。
【００３４】
【実施例】
以下に本発明の実施例を示し、さらに具体的に説明するが、本発明はこれらに限定される
ものではなく、本発明の技術的思想を逸脱しない範囲内で種々の応用が可能である。なお
、以下の文中で「部」とあるのは「重量部」を意味し、「％」とあるのは「重量％」を意
味する。
【００３５】
実施例１
スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体（スチレン含有量１５％、重量平均分
子量１８．８万、ジブロック含有量７８％、）１００部、液状ポリイソプレン（重量平均
分子量２．９万）４０部、β－ピネン重合体（数平均分子量１３５０、軟化点１１５℃）
６０部を、固形分濃度が５５％となるようにトルエン中に溶解して粘着剤組成物溶液を作
製した。
【００３６】
次いで、この粘着剤溶液を片面にシリコーン処理を施したセパレータの処理面側に、乾燥
後の厚みが４０μｍとなるように塗布、乾燥して粘着剤層を形成した。
【００３７】
次に、作製した粘着剤層を、エチレン／酢酸ビニル共重合体フィルム（１００μｍ厚）に
貼り合わせて本発明の粘着シートを作製した。
【００３８】
実施例２
スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体（実施例１と同じ）１００部、液状ポ
リイソプレン（実施例１と同じ）１１５部、β－ピネン重合体（実施例１と同じ）１５０
部を、固形分濃度が５５％となるようにトルエン中に溶解して粘着剤組成物溶液を作製し
た。
【００３９】
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次いで、この粘着剤溶液を片面にシリコーン処理を施したセパレータの処理面側に、乾燥
後の厚みが４０μｍとなるように塗布、乾燥して粘着剤層を形成した。
【００４０】
次に、作製した粘着剤層を、エチレン／酢酸ビニル共重合体フィルム（１００μｍ厚）に
貼り合わせて本発明の粘着シートを作製した。
【００４１】
比較例１
スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体（実施例１と同じ）１００部、流動パ
ラフィン１１５部、β－ピネン重合体（実施例１と同じ）１５０部を、固形分濃度が５５
％となるようにトルエン中に溶解して粘着剤組成物溶液を作製した以外は、実施例１と同
様にして粘着シートを作製した。
【００４２】
比較例２
スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体（実施例１と同じ）１００部、β－ピ
ネン重合体（実施例１と同じ）１５０部を、固形分濃度が５５％となるようにトルエン中
に溶解して粘着剤組成物溶液を作製した以外は、実施例１と同様にして粘着シートを作製
した。
【００４３】
比較例３
スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体（実施例１と同じ）１００部、液状ポ
リイソプレン（実施例１と同じ）１１５部を、固形分濃度が５５％となるようにトルエン
中に溶解して粘着剤組成物溶液を作製した以外は、実施例１と同様にして粘着シートを作
製した。
【００４４】
比較例４
スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体（スチレン含有量１５％、ジブロック
含有量４０％）１００部、液状ポリイソプレン（実施例１と同じ）３００部を、固形分濃
度が５５％となるようにトルエン中に溶解して粘着剤組成物溶液を作製した以外は、実施
例１と同様にして粘着シートを作製した。
【００４５】
比較例５
スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体（比較例４と同じ）１００部、液状ポ
リイソプレン（重量平均分子量４．７万）３００部を、固形分濃度が５５％となるように
トルエン中に溶解して粘着剤組成物溶液を作製した以外は、実施例１と同様にして粘着シ
ートを作製した。
【００４６】
比較例６
スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体（実施例１と同じ）１００部、液状ポ
リイソプレン（実施例１と同じ）２５０部、β－ピネン重合体（実施例１と同じ）１５０
部を、固形分濃度が５５％となるようにトルエン中に溶解して粘着剤組成物溶液を作製し
た以外は、実施例１と同様にして粘着シートを作製した。
【００４７】
比較例７
スチレン／イソプレン／スチレンブロック共重合体（実施例１と同じ）１００部、液状ポ
リイソプレン（実施例１と同じ）１１５部、β－ピネン重合体（実施例１と同じ）５００
部を、固形分濃度が５５％となるようにトルエン中に溶解して粘着剤組成物溶液を作製し
た以外は、実施例１と同様にして粘着シートを作製した。
【００４８】
上記各実施例および各比較例にて得られた粘着シートについて、皮膚接着力、タック、支
持フィルム膨潤性を以下の方法によって評価し、その結果を表１に記載した。
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【００４９】
＜皮膚接着力＞
各実施例および比較例にて作製した粘着シートを、１９ｍｍ幅で１００ｍｍ長さの短冊状
に裁断し、２３±２℃、相対湿度６５±１５％の環境下で、ヒト皮膚前腕部に２ｋｇのロ
ーラを用いて、約５０ｍｍ／秒の速度で１往復させて圧着し、３０分間放置したのち、剥
離角度９０度、剥離速度３００ｍｍ／分で粘着シートを引き剥がした。このときにかかる
剥離応力を皮膚接着力とした。なお、剥離後の皮膚表面を観察し、皮膚表面への糊残りに
よるベタツキ感の有無も同時に調べた。
【００５０】
＜タック＞
各実施例および比較例にて作製した粘着シートの支持フィルム側を、ポリプロピレン粘着
テープ（日東電工社製、ダンプロンテープＮｏ．３７５）で裏打し、２３±２℃、相対湿
度６５±１５％の環境下で、プローブタックテスター（理学工業社製）を用いて、圧着加
重１００ｇ、接触時間１秒、剥離速度１０ｍｍ／秒の条件で、直径５ｍｍのステンレス製
プローブを粘着剤層面から引き剥がす際の応力を測定し、この値をタックとした。
【００５１】
＜支持フィルム膨潤性＞
各実施例および比較例にて作製した粘着シートを、１００ｍｍ角の矩形状に裁断し、５０
℃で３日間放置したのち、支持フィルムの概観を以下の判定基準で判定した。
【００５２】
○：支持フィルムに膨潤や皺が発生しない。
△：支持フィルムに僅かに膨潤が見られる。
×：支持フィルムに明らかな膨潤や皺が発生した。
【００５３】
【表１】

【００５４】
上記表１の結果から明らかなように、実施例品は全ての評価において優れた結果を示すも
のである。特に、液状ゴムを配合している実施例品と、液状ゴムを配合せずに流動パラフ
ィンを配合している比較例１品との結果から明らかなように、被着体である皮膚面に糊残
りがなく、支持フィルムを膨潤させないものである。
【００５５】
また、液状ゴムを配合している実施例品と、液状ゴムを配合していない比較例２品との結
果から明らかなように、本発明品は皮膚接着力、タックおよび支持フィルム膨潤性の全て
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で比較例品に優り、バランスのとれた粘着シートであることが明らかである。
【００５６】
さらに、粘着付与剤を配合している実施例品と、粘着付与剤を配合していない比較例３～
５品との結果から明らかなように、比較例品は皮膚接着力およびタックにやや劣り、被着
体である皮膚面に糊残りに起因するベタツキ感を有するものである。
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